
  

都道府県労働局長 殿 

基 登第 1016001 号 

平成 1 5 年 1 0 月 1 6 日 

厚生労働省労働基準局長 

( 公印省略 ) 

労働保険適用徴収関係の 申請・届出等手続の 電子化について 

申請・届出等手続の 電子化については、 「 e 一 J a p a n 重点計画」 ( 平成 1 3 年 3 月 2 

9 日高度情報通信 ネ、 ッ トワーク社会推進戦略本部決定 ) において、 「国民等と行政との 間の 

実質的にすべての 申請・届出等手続を、 2003 年度までのできる 限り早期にインターネ 

ット 等で行えるようにする。 」とされたこと 等を受けて、 厚生労働省では 平成 1 5 年度中の 

申請・届出等手続の 電子化の実現を 目指しているところであ り、 労働基準局においても、 

電子化の実現に 向けて局を挙げて 取り組んできたところであ るが、 今般、 労働基準局所掌 

の 申請・届出等手続のうち 労働保険の適用徴収業務に 係るものについては、 原則として、 

労働保険適用徴収システム ( 以下「適用徴収システム」という。 ) の基盤等を利用する 労働 

保険適用徴収システム 電子申請機能 ( 以下「電子申請機能」という。 ) を用いて、 その受付 

等を行うこととした。 

ついては、 下記の事項に 留意の上、 貴局及び 貴局 管下の労働基準監督署及び 公共職業安 

定 所等の職員に 対して周知を 図り、 その事務処理に 遺漏なきを 期 されたい。 

" 己 

第 1  電子申請の受付に 関する事項 

1  受付開始時期 

インターネットを 通じて行われる 申請・届出等 ( 以下「電子申請」という。 ) の受付 

開始は、 インターネット 等を通じて行われる 労働保険料等の 納付 ( 以下「電子納付」 

という。 ) を 除き、 平成 1 5 年上 0 月 2 7 日とすること。 

 
 

 
 



  

2  受付機関 

電子申請を受け 付け、 審査を行 う 機関は、 以下のとおりであ ること。 

(1) 都道府県労働局総務部 ( 労働保険徴収部 ) 労働保険徴収主務課 室 ( 以下「労働局」 

と ⅤⅡ う 。 ) 

(2) 労働基準監督署 ( 支署等を含む。 以下「監督署」 という。 ) のうち、 別添 1 に 掲 

げるもの - 

(3) 公共職業安定所 ( 出張所等を含む。 以下「安定所」という。 ) のうち、 明 り 添 1 に 

掲げるもの 

3  受付時間及び 業務処理時間 

電子申請の受付時間及び 業務処理時間は、 当分の間、 開庁日の午前 9 時から午後 5 

時までとすること。 

4  対象手続 

労働保険の保険料の 徴収等に関する 法律 ( 日 仁和 4 4 年法律第 8 4 号 ) 等に基づく 手 

続 のうち、 別添 2  「電子申請対象様式一覧」に 掲げるものとすること。 

5  社会保険と労働保険の 徴り x 事務一元化に 係る手続 

社会保険と労働保険の 徴収事務一元化の 一環として実施するインターネットによる 

社会保険と労働保険に 係る申請・届出等の 一括受付については、 以下に示すグループ 

申請により、 その実現を図るものであ ること。 

(1) グループ申請の 機能 

グループ申請は、 申請・届出等を 行 う 契機が同一であ る複数の手続について、 

ア 同一内容の事項を 当該複数の手続に 係る申請書 ( 届出書を含む。 以下同じ。 ) に 

記載すべきものであ る場合は、 一度の入力で 当該複数の申請・ 届出等に係る 入力 

がなされること 

々 当該複数の申請・ 届出等を一度にそれぞれの 厚生労働省担当部局へ 行 う ことが 

できること 

という機能を 持つものであ ること。 

(2)  グループ申請対象手続 

労働保険適用徴収関係の 手続のうち、 グループ申請の 対象となるのは、 社会保険 

と 労働保険の徴収事務一元化に 関する手続で、 以下の表に掲げるものであ ること。 

なお、 雇用保険適用事業所設置 居 、 雇用保険事業主事業所各種変更届及び 雇用保 

険被保険者関係届出事務等代理人選任・ 解任 居 並びに労働者災害補償保険代理人選 

任 ・解任 届 については、 平成 1 6 年 S 月から受付を 開始する予定であ ること。 



  

申請契機 手続 名 共通的に入力可能な 項目 

1. 事業 ( 所 ) 新規適用 労働保険保険関係成立 届 ( 継続 ) ①事業所名称 

雇用保険適用事業所設置 届 
②事業所所在地 

健康保険・厚生年金保険新規 適 
③事業所所在地の 郵便番号 

用居 、 船員保険・厚生年金保険 新 
④事業所の電話番号 

規 適用船舶所有者 届 
⑤提出年月日 

2. 事業 ( 所 ) 所在地名労働保険名称、 所在地等変更届 の事業所名称 ( 変更前 ) 

称の変更 ②事業所所在地 ( 変更前 ) 

雇用保険事業主事業所各種変更③事業所名称 ( 変更後 ) 

届 ④事業所所在地 ( 変更後 ) 

健康保険・厚生年金保険適用事⑤事業所所在地の 郵便番号 ( 変 

業所所在地名称変更 ( 訂正 ) 居 室 後 ) 

( 管轄 内 )( 管轄 外 ) 、 船員保険・ 厚 ⑥変更理由 

生年金保険船舶所有者氏名 ( 名 ⑦提出年月日 

称 ) 住所 ( 所在地 ) 変更届 ( 管轄 

内 )( 管轄 外 ) 

3. 事業主代理人の 連労働保険代理人選任，解任 届 ①選任代理人の 氏名 

伯モ，ぬ翠ィま ②選任年月日 

労働者災害補償保険代理人選③解任代理人の 氏名 

ィま ・ 角琴ィま届 ④解任年月日 

雇用保険被保険者関係届出事務⑤選任又 は 解任に係る事業場 又 

等 代理人選任・ 解任 届 は 事業所の所在地 

健康保険・厚生年金保険事業所⑥選任又は 解任に係る事業場 又 

関係変更 ( 訂正 ) 届 は 事業所の名称 

⑦提出年月日 

米 ①～⑦の他に、 健康保険・ 厚 

  生年金保険事業所関係変更 ( 訂 

正 ) 届を除く労働保険代理人選 

任 ・解任 届 等の様式間で 共通す 

6 項目についても 共通的に入力 

  l が 可能であ る。     

 
 

 
 

 
 



6  申請・届出等の 到達時期 

電子申請の到達時期については、 行政手続等における 情報通信の技術の 利用に関す 

る 法律 ( 平成丁 4 年法律第 1 5 1 号 ) 第 3 条第 3 項において「行政機関等の 使用に係 

る電子計算機に 備えられたファイルへの 記録がされた 時に当該行政機関等に 到達した 

ものとみなす」と 規定されているところであ り、 具体的な取扱いは 以下のとおりであ 

ること。 

(1) 厚生労働省汎用申請。 届出等省内処理システム ( グループ申請対象手続 ) 受付 分 

厚生労働省汎用申請・ 届出等省内処理システム ( 以下「汎用システム」という。 ) 

に 到達後ファイルへの 記録が行われた 時点をもって、 到達したものとすること。 

(2) 電子申請機能 ((1) 以外の手続 ) 受付分 

電子申請機能 ( 本省に設置されている 徴収専用受付部 ) に到達後ファイルへの 記 

録 が行われた時点をもって、 到達したものとすること。 

7  管轄外の労働局等に 電子申請が行われた 場合 

管轄外の労働局等に 電子申請が行われた 場合は、 当該電子申請に 係る管轄の労働局 等 

に 電子申請機能を 利用して転送すること。 

8  受付状況の確認等について 

労働保険適用徴収関係手続の 受付機関は、 特別な事情がない 限り、 おおむね 1 日に 

最低 1 回は電子申請の 受付状況を確認し、 遅滞なく、 その処理を行 う こと。 

第 2  審査に関する 事項 
1  電子署名及び 電子証明書 

(1) 電子署名 

ア 電子署名の定義 

電子署名の定義は、 厚生労働省の 所管する法令に 係る行政手続等における 情報 

通信の技術の 利用に関する 法律施行規則 ( 平成 1 5 年厚生労働省令第 40 号。 以 

下「 則 」という。 ) 第 2 条第 2 項第 1 号において「電子署名及び 認証業務に関す 

る法律 ( 平成 1 2 年法律第 1 02 号 ) 第 2 条 第 1 項に規定する 電子署名をい う 。 」 

とされており、 同法同条に以下のとおり 規定されていること。 

この法律において「電子署名」とは、 電磁的記録 ( 電子的方式、 磁気的方式そ 

の他人の知覚によっては 認識することができない 方式で作られる 記録であ って、 

電子計算機 ヰこ よる情報処理の 用に供されるものをいう。 似、 不同じ。 ) に記録する 

ことができる 情報について 行われる措置であ って 、 次の要件のいずれにも 該当す 

るものをい う 。 

 
 

 
 

 
 



一 当該情報が当該措置を 行った者の作成に 係るものであ ることを示すための 

ものであ ること。 

二 当該，情報について 改変が行われてないかどうかを 確認することができるも 

のであ ること。 

イ 電子署名により 確認、 される事項 

これまでの紙を 媒体とした申請・ 届出等については「記名押印」又は「署名」 

によって、 当該申請・届出等に 係る申請書・ 届出書が本人の 提出したものか 否か 

の 確認を行っていたところであ るが、 電子申請に係る 申請・届出等については、 

当該申請・ 届出等が本人の 行ったものか 否かを確認するために、 電子署名を行 う 

こととするものであ ること。 

(2) 電子証明書 

ア 電子証明書の 定義 

電子証明書の 定義は、 則 第 2 条第 2 項第 2 号に以下のとおり 規定されているこ 

と。 

申請等に電子署名を 行 う こととされている 者又は行政機関等が 電子署名を行 

っ たものであ ることを確認するために 用いられる事項がこれらの 者に係るもの 

であ ることを証明するために 作成する電磁的記録をい う 。 

イ 電子証明書により 証明される事項 

電子申請に係る 申請・届出等については、 電子証明書を 併せて送信することと 

されているが、 その申請・届出等に 行われている 電子署名が 、 確かに当該電子 証 

明 書の所有者により 行われたものであ ることを証明するものであ ること。 

(3) 電子証明書の 真正性の確認 

電子申請に係る 申請・届出等と 併せて送信された 電子証明書 は ついては、 その 真 

王佐 ( 適正に発行され、 有効性があ ること ) を確認する必要があ るが、 当該確認は、 

ブリッジ認証局 ( 応答認証局と 民間認証局等との 相互認証を仲介する 認証局 ) に 対 

して、 電子申請機能等を 通じて自動的に 行われるものであ ること。 

(4)  申請書提出者と 電子証明書所有者の 同一性の確認 

電子申請に係る 申請・届出等と 併せて送信された 電子証明書 は ついて、 その拡張 

領域の所有者別名 欄 に記載されている 日本語表示の 所有者の氏名が 申請書に記載さ 

れている申請者の 氏名と一致するものであ ること、 を目視にょり 確認すること。 

なお、 拡張領域の所有者別名 欄 に所有者の氏名が 記載されていない 場合は、 その 

基本領域の所有者 欄 に記載されているアルファベット 表示の所有者の 氏名が申請書 

に記載されている 申請者の氏名の 読みと一致するものであ ること、 を目視により 確 



諾 すること。 

(5) 労働保険事務組合 ( 社会保険労務士が 労働保険事務組合の 代表者として 申請を行 

う 場合を含 む 。 ) からの電子申請について 

労働保険事務組合 ( 以下「事務組合」という。 ) が電子申請を 行 う 場合は、 これま 

での紙媒体での 申請・届出等を 行 う 際の「記名押印又は 署名」に替えて、 電子署名 

な 行い、 電子証明書を 併せて送信することとなること。 

よって、 「概算・確定保険料申告書」のように、 事務組合の代表者の「記名押印又 

は署名」のみを 必要とする手続については、 事務組合の代表者の「電子署名及び 電 

手証明書」が 必要であ り、 「保険関係成立 届 ( 継続 ) ( 事務処理委託 届 ) 」のよ 刀こ 事 

業主 ( 委託事業主 ) 及び事務組合 ( 委託事務組合 ) 代表者双方の「記名押印又は 署 

名」を必要とする 手続については、 同様に事業主 ( 委託事業主 ) 及び事務組合 ( 委 

記 事務組合 ) 代表者双方の「電子署名及び 電子証明書」が 必要であ ること。 

また、 「労働保険名称、 所在地等変更届」のように、 事業主 ( 委託事業主 ) の「記 

名押印又は署名」を 必要とする手続については、 事業主 ( 委託事業主 ) の「電子署 

名及び電子証明書」が 必要であ ること。 

なお、 事務組合の代表者の 電子証明書 は ついても、 申請書提出者と 電子証明書所 

有者の同一性を 確認するために (3) に記載されている 事項を目視により 確認するこ 

と 0 

(6) 社会保険労務士からの 電子申請について 

社会保険労務士が 電子申請を行う 場合は、 これまでの紙媒体での 申請・届出等を 

行う際に記載していた「社会保険労務士記載 欄 」等への記名押印に 替え、 電子署名 

及び全国社会保険労務士会連合会発行の 電子証明書 等 が必要であ ること。 

また、 当該社会保険労務士に 提出代行等を 依頼した事業主の 電子署名及び 電子証 

明 書も必要であ ること。 

なお、 社会保険労務士の 電子証明書 は ついても、 申請書提出者と 電子証明書所有 

者の同一性を 確認するために (3) に記載されている 事項を目視により 確認すること。 

(7) 商業登記法等に 基づく電子証明書の 取扱いについて 

事業の実在等を 確認するための 補足的な資料として、 商業登記簿の 謄本若しくは 

抄本又は住民票の 写しを必要とする 場合であ っても、 商業登記法 ( 昭和 38 年法律 

第 1 25 号 ) 第 1 2 条の 2 第 1 項及び第 3 項の規定に基づき 登記官が作成した 電子 

証明書及び電子署名に 係る地方公共団体の 認証業務に関する 法律 ( 平成 1 4 年法律 

第 1 5 3 号。 以下「地力公共団体電子署名法」という。 ) 第 3 条第 1 項に規定する 

電子証明書が 申請・届出等に 併せて送信された 場合には、 改めて商業登記簿の 謄本 

若しくは抄本ス は 住民票の写しを 提出させる必要はないものであ ること。 

なお、 地方公共団体電子署名法第 3 条第 1 項に規定する 電子証明書 は ついては、 

汎用システム 及び電子申請機能での 取扱いが可能となり 次第、 上記の取扱いを 行う 



ものとすること。 

2  内容の確認 

電子申請の内容の 審査については、 従前どおり職員が 目視により行 う こととなるが、 

その際の手順及び 留意事項は、 以下のとおりであ ること。 

ア システムに到達した 電子申請については、 目視によりその 内容を確認すること。   

イ 内容に問題がない 場合は 、 受け付けた 旨 、 電子申請機能を 利用し結果通知の 作成 

を 行 う こと。 

ゥ 電子申請機能に 到達した電子申請に 修正等が必要な 場合、 原則、 電子申請機能を 

利用し、 結果通知の作成を 行うこと。 

なお、 急を要する事案等については、 電話による確認などの 処理を併せて 行 う こと。 

3  審査パターン 

電子申請を審査する 行政機関は、 電子申請の受付開始後も 変更しないことから、 電 

壬申請の審査を 行うに当たっては、 現行の取扱いに 従って以下のとおり 都道府県労働 

局及び労働基準監督署又は 公共職業安定所が 役割分担をすること。 

ア 都道府県労働局のみが 審査を行う。 

イ 労働基準監督署又は 公共職業安定所のみが 審査を行 う 。 

ウ 労働基準監督署又は 公共職業安定所が 一次審査を行った 後、 都道府県労働局が 二 

次 審査を行 ブリ 

釆 個別手続ごとの 対応は別添 2 の「電子申請対象様式一覧」の 審査機関の欄を 参照 

のこと。 

4  添付書類 

添付書類等に 係る添付可能な 枚数については、 情報量の制限があ ることから、 原則と 

して、 上件の電子申請について、 申請・届出等と 添付書類を合わせて 5 枚まで可能とし 

ていること。 

なお、 5 枚を超える部分の 添付書類については、 郵送等により、 提出させるものとす 

ること。 

また、 現在電子化が 困難な添付書類等 ( 別添 2 の「電子申請対象様式一覧」の 電子化 

後の申請・様式欄の 添付資料として 掲げてあ る添付書類以覚の 添付書類 ) については、 

郵便等を利用して 受け付けるものとすること。 

5  個別の手続に 関する特記事項 

(1) 労働保険保険関係成立 届 

電子申請に係る 労働保険保険関係成立 居に ついては、 当該 届 を受け付けた 労働基 

 
 

 
 

 
 



準 監督署又は公共職業安定所において、 当該届の内容を 確認した後、 紙媒体での受 

付と同様に、 労働保険番号の 台帳 等に基づき労働保険番号の 振り出しを行い、 当該 

届の労働保険番号欄に 労働保険番号を 記載すること。 

次に、 処理状況詳細 欄の 「定型 文 」の「内容」欄に「労働保険番号は 下記のと お 

りです。 」を選択し、 「通信 文 」に労働保険番号を 記載すること。 

(2) 労働保険代理人選任 届 

これまでの 紙 様式での申請を 行う際に必要であ った代理人の 印影については、 こ 

れを代理人の 電子署名及び 電子証明書に 替えるものであ ること。 

なお、 電子申請により 提出された代理人選任 届は 、 電子申請による 手続の代理人 

の 選任を対象として 有効とし、 その後も引き 続き紙様式による 手続を行 う ことがあ 

る事業主は、 別途 紙 様式の代理人選任届を 提出する必要があ ること。 

(3)  口座振替の新規・ 変更・解除の 手続を行 う 際に提出する 書類 

労働保険事務組合が 口座振替の新規・ 変更・解除の 手続を行 う 際には、 

ア 口座振替納付 書 送付依頼書 厚生労働省提出用 

イ 口座振替納付 書 送付依頼書 ( 副本 ) 一 
ウ 口座振替 納 ィ寸書送付依頼書光学文字読取装置 (OCRV 入力 票 

03 種類の様式を 労働局へ提出することが 必要となるが、 ア 及び イ の様式について 

は 、 金融機関への 届出 印 が必要なことから、 別途 紙 様式で郵送等により 提出する 必 

要 があ ること。 

第 3  審査終了後の 事務処理等に 関する事項 

1  結果の通知について 

結果の通知については、 電子申請機能の 結果通知作成の 機能を利用して 行 う ことと 

すること。 

2  電子申請受付後の 決裁 

当分の間は 、 受け付けた電子申請をプリンタ 一で打ち出した 後、 これまでと同様に 

決裁を行 う こととすること。 

3  書類の編綴について 

電子申請に係る 書類についてば、 決裁終了後、 紙で提出された 書類と同様に 編綴す 

ること。 

4  電子媒体の保存について 



  

電子申請機能では、 労働局に設置されるデータ 格納装置には 2 年間保存できること。 

第 4  電子納付について 

1  受付開始時期等 

電子納付の受付開始については、 平成 1 6 年Ⅰ 月 1 9 日とする予定であ ること。 

また、 受付対象機関及び 受付時間については、 第 1 の 2 及び 3 に同じとするもので 

あ ること。 

2  マルチペイメントネットワークシステム 

電子納付の受付を 行うに当たっては、 マルチペイメントネットワークシステムを 利 

屈 して、 これを行うものであ ること。 

(1) マルチペイメントネットワークシステムの 定義 

マルチペイメントネ 、 ッ トワークシステム ( 以下「 MPN 」とする。 ) とは、 日本 

マルチペイメントネ 、 ッ トワーク運営機構が 運営する歳入金等の 収納サービス 提供 

のためのネットワークであ ること。 

(2) MPN の概要 

MPN は、 収納を業務とする 企業、 国、 地方公共団体 ( 以下「収納機関」という。 ) 

金融機関を接続する 開城ネットフー ク であ り、 支払者が ATM 、 パソコン等を 利用 

することにより、 支払が可能となること。 

「． 3) ペイジーマーク 

MPN を利用することが 可能な納付 書 等には、 ペイジーマークを 付すこととされ 

ており、 労働保険料等に 係る納付 書 のうち MPN の利用が可能な 手続についてぺ々 

、 ジーマークを 印刷するものとすること。 ( 別添 3 参照 ) 

3  対象となる労働保険料等 

平成 1 6 年 1 月から MPN による受付を 開始する労働保険料等は、 以下のとおりで 

あ ること。 

Cl) 申告書・年度更新申告書 ( 「概算・増加概算・ 確定保険料申告書」、 「年度更新中 

吉書」の申請を 電子申請した 場合 ) による概算・ 確定保険料 

(2) 期 別納付 書 ( 毎年 8 月末、 1 1 月末、 3 月末を納期として 事業主あ てに発行され 

る納付書を用いての 納付 ) による概算保険料 

(3) 督促状 ( 適用徴収システムにおける「滞納事業名簿」検索からリンク 付き印刷で 

作成され、 事業主あ て発行される 納付書を用いて 納付 ) に よ る労働保険料 

4  対・応が必要な 業務 

電子納付については、 納付者がインターネット 等を利用しみ ノ 97 寸 ・した電子納付・ 領収 

 
 

 
 



流通知情報から 入力電文が作成され、 

ことから、 特段の業務は 生じないもの 

なお、 収納関係データの 変更等があ 

更の処理を行 う こと。 
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電子申請対象様式一覧 

暁行株式 宗子 中 辞色の手 珪 ・株式 

林立 弄 けほ 卸 特式 下付 肛桶 寺丑は舶 

  
手枕 名 

括 式名称 ( ナ刃 珪囲送 が必臣なも 

  僻 幸町 ち ( 手窩 @ 逗 浜名 細捷 規定 舌付宙臆 株式番号 荻 式名称 内客 括式 番号 領 式名称 神式名称 
                                                                                                                                                  亜古 圭 安定所 苦弘局   

  労憶侠 金文け中 時ホ轄 詣 地合に対する 蟄 立夫 宙伊蜂法 宰俣 囲ま及 の一部 び 芳川吉光 を 改正する 塞 折 法梼                                                                     11s 人以下手 棄 @ 
及び 労曲供戊 の 保枝揖 の 曲収 l ヰ務何台 穏采 金文材 申挿                                                             宰壬 

ヰ に 間 する 法幹 の 億行に伴 う M 
悸法 ほの丘有ヰ に M するま 健壌 労肋侠 族 Ⅴ 務 % 台 亜撰 金文竹中耕 古 
z さモ ． 労憶屏 は宰勝 % 台に 苅 労掛喋珪下坊 % 台 穏鉱 全文材角柄 吉 [16 人以上申文 l ( ト人以上草文 ) 
ナ 6% 安全に明する 亜古． 告令 

2 拳拝 一括印可・追加・ 寂 ゐ中指 労憶懐接 する法位 の 潮 侠 9 珪臆 条、 施行規則 の 世 仮に 弗 仇 l0 辛菜色 項 様式 俺 き号 労苗 手窪 反攻 町 枕ヰ 案 一括認可・追加・ 血酒 申 新規 
@ 推挽一括れ町中破 一次審秀一次 轄五ニ 友安 亜 

適用車 3 号 務操弍 辛労 : 甘缶 冊侯扶 ㎝ 拙 推挽事業一括認可 )   追加・ 取 滑車 
""" 族集 " 。 """" 。 。 ""                 

招可 の追カ 3 臆ぬ 一括追加申 拮 労億候珪接荻 弔文一括 泊め申枯苦           一次吉 蚕 一次毒 麦 ニ次 会五 

労苗侠 ( 額紙 ) 睦 打枝下孝一括追加申請 岳           
認可の 息屋 4 集 榛 - 括 取よ申脂 """ 葮 籠枕。 '"""" 。 " 。 " 蕃             

一次審斉一次寺まニ 次 審尭   井山 ( 靭搬 侠 @ 趺億はヰ 羊一括 沖眉申描害             
  遥笘熔鷺 鍵番 % き - ま翻群 繋留〒㍊ 耕 0 題 式ヰ 5 号の 2 芳何 拡 一括車乗名称・ % 珪臆原 市幸一括空豆 所在地ま 吏 車 尾 師 轄 / 臆捷 括 走め案のま正 

5 指定ヰ棄の喪正中 辞 労功 揺珪在俺 申ミ一括 喪 吏卒 括蕃 3164; 一次 華 圭一次吉 壷ニ 大寺 毒 

甘 一括 迂 集の名称俺の 糞 

｜ 

  一次 ま 圭一よ 毒委ニ次き珪 

4 雇用 侯 改印 撫 Ⅰ大遥 偲丈 竹中 労 M 仙院 ナ 6 法 硅 の 樺 侯敬拙 施行規則 のぬ 憶 収 42 年に 束 俺 
億 文繍 9 号                                         7 町 荻 舟人正視交付 申 @ 俺 """"""" 倹 " 簗岳 """ 。 " 

@ 項 申 % 安   毒糞 扶幸 

3 市 紘 前人 荻は 更新卒 括 
  

芳体 申 甘言 侯倹 R 用崔暖印ぬ拮 入も仁王 蝸 女前年度の足用 保珪印托貼 入モ 偲   ま 斉 穣圭   

  

項 、 襄 7 項                           """" 中挿吉 屈 """ 。 " 轄 """ 。 " 七 なった厄月 き温 し・又は肝 侯瑛印簗轄入 入 申込 キ 短枝 がなく   ミ蓋 接幸 

  留桶 塁 接対 輯 け辞 韓鰻き 幸也 蕎芋ま駈留 馬持 笘品 黒器 遥 @ 義   は 文男 陀号 労研 桶吉 侯暖印牡 保険 笘笘 竹林 抹皿は承 キ中         
芳油 接険 の性典 吾 のぬ % 安 に 

@ 労 m 侠 ミ亭轄 の処理の 棺成 閏 する洋舶施行規則 圭 60 条 雙 接式笘れ 号 労 伍長 葮労柵保穣亨瀬 処理奈 旺 解除 后   
Ⅱ再転処理主 辞採瞭     

    釜牡 寒苦 妾彗あ 亮謎星キ簗常詣宇雪監窩 遥拝 温甜昌揺雪こ 文正力 毒を硅靱 てきる 窩賄 株式 窩 2 号 労掛侯伎 せ 事項好文正伝 古田 伎珪 Ⅰ 拐ぬ合 認可年桶古記 睦 Ⅰ 拐 何台初耳 申描舌 比丘 ヰ 現在五 芳由 古 記甘辛 反攻 労抽供珪 項害棄 王后 手柄地合抱町中林 
一人音五一次 き褒 ニ次き音 

共助接ミ 0% 自 拙の曲 収 等に 
Ⅵ代理人違 任 ・朋佳局 問 するま 梓 ぬ行規則 笠 7l 条 笘 

2 項 

株式 鳩れ号 労所侠 廣氏 理人近接． 健 住居 Al ( 汎用舞曲 l 労曲侯按 代理人選任・ 膀任后 一次 ま 圭一人き 養こ 人ヰ 壷 

れ 代理人達 任 ・解任 芳也 供晩 代理人違 任 ・ 胎任届 一ゑ手蓋一次 弄 養二次 詩歪 

式弼 6 号 芳則 甘 [ キ 條珪 挽車 浜ヰ・ 棄 ) 皓 功臣 打 ・ 硅定侯廣 お申告 俺援 
Ⅱ ほ臆侯按措 申告 ( 接簾 ) 労糊侯検 ほお 侯廣輯 申告 呂 l 毎 枕本           

Ⅱ異星・ 僻捷はま ・確定 唾廣臆申 受 叢雲鶴 鰯 翼翼 藝姦経 ; 欝闘議ざ   
倍加 は耳 ト皓加ぬ其保 億科申告 ( 億繍 ) 労俺侯は皓加接好喋咲持 捷 本文 ) 申告 苦 ( 集 3l@0D   
硅定 ( 一皿 迂集 ) 托硅定侠 躁卸 申告 ( 堆擬 l   労棚侯度硅 定住 倹卸 申告 喜 ( 牡扶車           

糞戸 ( 一括有用 手 まの 建皿笘式尭 7 号 ( 甲 ) 窒 ㌣ 侯戊 一括 有 m 芋棄舘告岳 ( 娃股 の 再 れ 珪定 杖柱材申告 ( 珪棋宰 @ 労拙侯瑛硅 生保 倹哲 申告言 ( 埋報 下           労研 歪 の 保 亨幸 良一括 l 宥 地下文報告言 ( 達 

杵 式年 7 号 [ 甲 ) 労抽は珪 一括有期本案 租告甘 ( 建仮 の 下 
[ 別 @ 屯 集 )@sM'l@ 由 

労劫侯検 一括古曲 車棄 報告 吉 ( 造 
敵のキ幸 l ぼ l 的 

別訴 描式 労功 保瑛 一括有期申文色 括ま ( 立枝の亨 
井山 喋瑛 一括 宥朗 ヰ支 れ括表 ( 珪 

  授 の 亨棄 ) 
糞戸 ( 一括有期下葉のお 括式 第 7 号 ( 乙 ) 需笘襄 ㌣一括古拙 申 圭祐吉 古 ( 立木の投 採 沖碇宝 保険 呂 申告 ( 神主 ) 労冊侯按 使主 保按穏 申告 吉 ( 笘採亨           労 *0% 由典 廣 渓 一括有期下葉お の 中隼 @ 告 岳 ( 土 

碇走 ( 一人杖竹井団体 @   

[ 別丘 l 曲者 ( 硅 定住 @@@ 卯 @@aMl) 枝珂芳 出 力採 Ⅰ ( 一人 陳方 ・ な 向井 
硅定 "" 。 。 """ 。 。 """"   
ま内 労 曲者 ) ㎝ 櫛   

                                                                                                                                                                                                              俺 。 3; ミ待 派適 別 "' 加入 侠 廣臆 申告白 棺 ( 滝 

由持括養好 2 号㌔ 措霞 辞別加入 保接笘 申告 自毎宅沖 @ お外 
笘 3 は特別加入 佳壌揺 申告白 ま宅 
好 l 海外 派阻舌 l   特別加入 侯 検品ま立 穏 良目時 m 計   塊村集古内衣 一   

市立 ( も務抽合 @ ぬ揮式 ( 申 @ 第 6 号 俣瞼叫 申告古内祝 オ硅 定住 唆鞘 申告 ( 串 市坊舎 ) 井億株 は硅 定住 葮桶 申告 吉 @ 笘俺辛 由 l 何 % 成措 申告古内坑 

雙窩式某 l ろ l S 号 侯葮月 申告古内衣 @ 簿 @ 柱材 別 加入 侠 戊稿 ) 侯典卸 申告 ち 内線 ( 笘 @ れ 特別加入 
穣稔輯 1 

株式 鍍 7 号 ( 甲 ) 窒 ㌣長枝一括 有朋 Ⅴ 棄 沖合Ⅰ ( 蛙棋 の 亨 
片皿 侯は 一括有期年支軸 告曾 ( 建 
Ⅲ億の下ヰ 非 1 

臆 式名 l 号 l 申 ) 労功 條碇 一括有期本主報告 甘 ( 珪皿 の 汀 
Riffil 簗 @ 邱 l 温 @ 労め俣併 一括有期本支柱 告古 ( 音 

櫃 の下車 l 偶 @ 舐 l 

浬
瞬
い
 



電子申請対象様式一覧 

現行株式 哀子中ヰ億の 手 鎌 ・ 托式 

ぼ式 涛付寅呂 接式 奉行夫 桶 寺 五株 曲 

  
  

手枕 名 

        詐餌可ヰ ( 手航 ) ヰ ヰ名 根ぬ規定 石竹 ヰ頑 穏式 番号 寮 式名称 内宮 株式舌音 接 式名称 接 式名称 
揖蕎珪窒品 彊弩 ま題 重器葦毛 毒迅籠造蓑 % 台 せ 安定 所   

                                              T                   

斥玲 れロ 庄 振替納付 害 違付 依稲 ( ほ臣 ) 口座在昔納付 呂 ま什 依栖害 ( ほ珪 )                 圭帝 

労咄侯良 の 侯杖鞘 の世取 ヰに 
時 輻打侠 倹臆輯 H 扶 現報告 呂 下 する 法甚鵠 34 隻．同地 行 現 林武 藍 l5 号 労ぬ蝶珪 m は懐珪柑拍 付状況報告古   ㏄ 巾舐侯旗 4 拍竹杖 現れ告 労由廣牒申拡侯煥耳拍 付状況 蛆告古 309 れ   一次 き蓋 = 文辞去 

    驚馨塁棄輯輯付 計器使用 扶挽蕗苧彗室紺篆弗蟄 の 晋 桂男 桶 州立 S5 年 l1 式 鴇 ls 号 吉山 去古 侠 庄市 井保 まめ 姑け肝器 使用状況 軸 

  
㏄ 印雙侠 在器 納付竹群棲 用軟況 被告 労皓侯 現報告 晩田 轄 ぬ 保存材納付甘辞使用 扶             一次 季圭 こ攻 さま   

労冊嘆良 の 侠 印臆 の 億岨年 に   M する まれ 笘 33% 笘 @ 項 ・同曲     

労憶條硅ヰト の処理の 圭託 行 れ m 寮 60 圭寺 @ 項   Ⅰ 窪 糞デⅠ 穏 茎韮 = よま亜 

分宿 構式寒 l 号 胡 l 侯珪任 せ加入牢 拮舌 l 専務処理案 托 
㏄ ヰ務 処理委託 ( 任 ま加入牢 脂 ) % 委託 冊 届 佳良 ) 任甘 加入牢     帝キ ( Ⅴ 転 処理 31602 一次 専 五一く 睾壷 二人ヰ 責 

  団体 モ 0 目的．親授．艇首 
ヰを 円らか @ こする 甘印 ( 亜柁 
涛朕末 、 定 隷 ． 荊わギ )   
労爪供珪 ポ務処理規幼年   

十日休守の目的・ 明らかにする 宙薫 叩珪 ( 丑 記憶 ・ 迂桂 は大 宇を ． 宙 

巳佑モ の女庵を明らかにする 
鞍 神約 害 ) 壱労肋侯珪ヤ 洩 処理 
坤均零 十日 倖竿 のな珪を明らかに 

発 抽侯炭 の 俣陀輯 の 抽岨 年に 舌如 - ( 財産卵 提 、 R 借 対円 表 
れ邨務 % 台 卸 何年 詣 

Ⅱ井山 俣 接手持地合の 毘 可 中挿                                                                                                                                   男山 侠 珪労冊保 皮下枝 % 台 簗 町中林 宙 
収支干 耳 ． 手建廿告 ・収支 決 

労功 促践労棚 保険手稿 % 台 盟 百中品 する 寄 にする ) 宙舐 十日休俺の廷宮代まを 甘頬 l 肝 ( 佳日 本文計画、 掻 ・ ヨ借 収支干 村田 明らか ま 臣 一人も斉一次寺主二次 ミ ま 

      団体ものは柱貫名 娃   
Ⅰ 本 報告、 収支 決穏 ) セ 日比年 の 

委託予定申文生毛 好 ． キ非主 

哲成貫名簿、 委託 子 毒 さ 生生毛 

0 音 駝禾梼 古 田 体隼 の 投寅 
ヱ ．下ミ主の圭 託宗帝鞍 十日 仏棚 

及び 丁轄を雙 括する者の硅 鹿 
の役貝及び 下轄を鸞 括する寺の軽 

古年 
三吉 菩 

井山 侯廣 の 侯蹉笘 の 抽 奴等に 
ト労肋侯珪ヰ 拐 % 台 ミ 轄の珪土 Ⅱ す る法律 簿 33 千 笘 ち項、 向砧 

行 規則 T62 き 
様式さ 3 号 労 何 % 実 を務村舎 集軽晩 上底 

  
@0 ヰ 務 何台 ま柊畦止 芳仙侯 陰さ 棚 舞台 棄務庄 上局 一次辞去一次審査二次 ま歪 

労曲喋俺 の 侯轄鳴 のは 収キ に 
20 厘検出 倖 成立后 M する法れ半ネ 午の 2 名 @ 項 ． 同 

施行規則 揺 ス束 
接式拮 l 号 笘億侯葮保院苗瑛 成立后 ( 娃珪 l A@ ( 汎用億曲 l % 祇俣接侯珪苗吾 成立后 ( 億捺 l 31600 (M)    -SIS.  (@@)    -.,-. -ws 

" """ 。 成立。 " 親 ' 労棚侯席侠 珪 田仲成立 届 ( 億盤 )           
托式弗 l 号 労 掛長 眈候 廣明夜成立后 ( 有期 @ り俣葮朋年 府立 ( 有期 ) 労俺俣硅侯壌 Ⅰ 匡 成立后 ( 有期 l           一久審査 

労鮎俣億 の 侯住俺 の 億蚊ヰに 

  
れも 称 ．所在は ヰま吏届 M ナる棲打ま A 告の 2 第 2 項・ 回 

也行押川 犠 S を 
様式 笘 @ 号 生地仁成名称、 所在地 好 ま豆居 下 J ( 汎用 接由 l " 伍 "" 。 "" 。 。 。 地専在 。 "           --@WE  (W)    --?;@@    (tW)                    -.@. @x@a@ 

労 居民技る 称 、 所在地 持噂 王后           
苦竹 % 強の保険笘の 曲 収モに 

  
れ 一括有川ネ寒閃揺 届 門 する 法接拝 7 チ ．施行規則 弗 株式 第 3 号 ( 甲 ) 芳ぬ反共一括有期本支㏄ 皓月 ( 建皿 の 丁 

6 年 笘 Ⅰ 項 拝式鴇 い l 舐 @ 3 号 l 甲 ) 労研民サ一括有期ヰ 毛 )@@@@a@ 支所 拮吊 ( 睦投 の辛 何 一括有期下乗Ⅱ 拮届 ( 建捜棄 ) 労爪 佳典一括 有 柏手主用 始后 ( 進斡   

株式 拮 3 号 ( 乙 ) 妻笘雙聖 Ⅰ 括有朋ホ ま所 始届 l 立木の佳 時 - 括 有鵠 す宅 曲始届 l 立木 授 操兵 ) 労憶侠 の伎 梓 接 の下車 一括有期手車内 ) 拮后 ( 立木 
芳拮住 ㏄の 俣自耳 のは 収笘に 

  
り 一括 右 拙下ヰ報告 吉 ぬ する 法笘零 7 き．同地行 れ且     柘 式年 7 号 ( 甲 ) 塞 ㌣ 保 穣一括有期年集 れ告さ ( 魑授 の 手 

労冊僅 良一括 有 枕ヰ支柱 括仮 ( 建歪 の 耳 

宇 34 条 
            

  

    帝豊 百人をネ支 主 とする 評 百中 蕎 里雪駐留 鱗 監理 翼目亜 馬持 押川 ヰ 亡帝 林武名 4 号 労肌侯廣 有吉 不斉貫入をヰ 串主 とする 抱 百中 株式 第 4 号 ㎝何 % 肋麒竿下駈負 人を V 棄主 とする認可 申涌 何不靖貴人をヰ 案主とする認可中柱 井山 可 申描窩 侯廉 下器克人 を キミ 主 とする認           券 絃 抽俣ト 百中 臆古 干拓 @ 刈 負 田 人を毛ミ 主 とする   一次 手 売   
っ 朋ナ 鮭はおの 6% 行用川柱 俣茂ヰ のは牧ヰ 2 章．壮行 に 規 
則甜則屯 2% 失韻供サ 法及び 労億吉 02 分の l 以上の同色 

笘 圧 せぬ 入牢 れ古 り 任せ力人中 描 分冊保険 任珪ぬ 人中ぬむ 
女共 邨 者の 2 分の @ 以上の目色を 

                                                                                                                              株式年 l 号 労拙 反攻 任 9 加入 申精 ま 帥 60@ 碑 たことを 荻呵 する 古蕪 ( 雇用 喋 一夫 蕃 金一次まま = 人吉 吏 

のほ 欺モに 伴うⅠ作法 拝 の 轄 % 台 l 
l こ iq する 法棲寺 5 年・荷吉今年 

穣 の任意加入の 現 告 l 
I*   

七 % 田者の遁 手 珪の日色を持たす 
を 無明する 苦持 ( 労災 俣棄 口金色 

驚ま罰釜遼斉篭 翼翼 劉尋蕃峯琶雙 % 高 韓撃 コ % 馨 輯睦 
豆 ヨ用ヰまの時合 ) 

鵠條葮 Ⅱ 舌拙沌申宙 芳也 侯サ俣傲肋帝 Ⅲ兼市 措古 臆更ぎ 妻室 轟 葉手裏 里轟 ㌔ 星蔑 真一次 ま 下一欠審査 こ 人吉 雨 

れ褒辞 M 氏 滴漱申 抗告 葦 叢叢 毒覇箆茎鰯閨 富澤 登 % 増 輯岸よ妾塞 3w 笘蓋竃暴 ニ 林 式拮 @7 号 労億摂珪保煥 M 存暗許 申請吉 
壌巧 主任も達用 臣棄 の % 台 @ 

する 接甘簿ちキ ．同吟 令 第 3% 



電子申請対象様式一覧 

  現行 托式   俺 子中 舐 産の手枕・ 接式   

( 労肪展穣 4%% 台尻 ) 

"" 亜古 """ 。 " 

窩 式名称 ( 士 ・川進 轄送 が必要なも 

拓 式名称 
                                                                                                                                                          珪召坤 安定所 芳油月 

井山 侠 廣 一括 宥朋湖集 甘苦 窩 ( 立 
木 の 佳操姦 ) 
stssawssnsfsi-hms   
傍白井出者 l 
帯金 侯廣 打打出自 叔害 l 一人英吉   
圭 力持功者Ⅱ岡井 l 
ま 3 な 格別加入促 藍桶 申告内訳 ( 海 
外派 追 考 ) 
笘 J 硬材 別 加入 住援甘 申告白衣 毛 
憶 l 海林 派 近古 ) 
  寺 s.@ 加入 侯倹典桶定ま 珪輯 辞別辞 
克 村ま寺内訳 
[ 労油俣接下務 蝸舎 用 ) 

労拮侯 佳一括有期車ミ 杣告古 ( 珪 
波 の手末 ) 
労描侯珪 一括有期まま 報告 宙 ( 珪 
壷 の存立 ) ぼ l 舐 l 
秀朗 喋廣 一括有ぬ下ま e 括毒 ( 珪 
般 の 棚笘 ) 
井山 侯喰 一括右門 芋 文枝告言 ( 立 
末 の桂枝 0 ぢ ま l 

  藍定侠 穣笘耳 山内振古 ( 一人 臆方   
ま内 労 拙者 ) 
珪 定住 蔵 穏且 出力 択古 [ 一人親方   
ま井 れ 芳年Ⅱ 苗臼 @ 億 灯   
一人技井蛙 廉 者名 屋   

          ま 外派 3% 近者 特別 l ぬ 八 % 牡桶 申告内訳 ( 渇 

隻 3 口村別加入 侠 保幕 申告白根毛 
痒 ( 海外派 憶毒 ) 
特別加入 侯按笘 仮定ま 珪ぬ 特例 旺 
算対 拙者穴沢 

俣 検封申告ミ内 択 

侯棄輯 申告Ⅰ 内粟 l 弗之 枝神別 ぬ入 
侯穣桶 l 
芳川俣 按 一括 有 枚手 棄 被告 吉 ( 垂 
盃 のヰ ま ) 
労乱侯 穣一括有期 辛棄 報告 古 [ 珪 
舐 の 芋葉 l ぼ @ 榔 

尹掛侠 桂一括有期Ⅴ 黛捜括表 

労拙侯援 一括有期Ⅰ棄却告言 ( 立 
木 の 桂毘ミ ) 
硅定僅按輯簗 田内訳 審 ( 一人杖 方   

由井僻者 ) 
宜毘注笘簗 出力浜吉 ( 一人親方   
由井山者 @lx.l 億 @ 
大典 古 集 捺 者名 痒 

3 色 持別 加入 廣穣輯 申告白沢 ( 淀 
派 由吉 ) 
3 旺 神別加入校 度笘 中正 
( 蕎外 流下 寺 ) 
別 加入 侯按窩 ま会 種硅 
月ま 古内訳 

  
  

ヰ 送付 ( 布規 ) 金鼓       



  

つ
り
 

添
 

1
  
 目

方
 

  

O 

O 

O 

O 

樹 
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拮 コロコロ     ロ n ロロロ重               
納付の目的 ( 上記 金 荻の内訳 )   

，   ㍻ロロ 篤口ぬ   
( 氏名 ) り曲 上記 壷 栢を領収しました。 

，   ㍻ロロ 籠堰鮭 i 口   
  
  

あ て 光 〒 収納 拙目 番号 れ ' 村君 " 確男 帝号 
下 いで O 
  

納付の場所 目ホ銀行 ( 本店・支店・ 代理店又は歳入代理店 )   
所 陪都道府県労働局、 所 笘 労研基地 監 甘苦 

労働保険特別会計歳入徴収 官 
( 官庁送付 分 )   

O 

O 

頷 収 " 松露   Ⅹ取扱年番号 一                           口罵 。 。 " き 口コ " ㍻ロロ 雛 0 

" 挽       目 席 昔今 荻舌 ゅ 口 - ロ目ロ - ロ目 
寺号         一 O 

Ⅹ 邨納 区分 X 姿容 Ⅹ離見 Ⅹ証券受領 

口口 口口 囹回 
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( 住所 ) 〒 目 
翌年 5 月 l 臼 以降 
現年度 寅 八 % 大 

( 氏名 ) 
上記 圭 荻を領収しました。 

殿 領収日付句 

腐 。 """" "" 考 。 確認番号 

  
労働保険特別会計歳入徴収 官 

( 収納 仮 囲局 ) 
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納 百十年千百十万千百十円                     ( 住所 ) 〒 ¥wes¥_______ol ______ @ 

納付の月 Si( 上記全額の内訳 ) 

，   ㍻ロロ銭口 期   翌年 5 月 l 臼 以降 
現年度茂人世人 

( 氏名 ) 
上記全額を領収しよした。 

  領収日付 節 

，   ㍻ロロ 籠， ・ 難鮪 i 口 O 

あ て 先 〒 収納 磯凹 帝号 納付 廿 。 接辞神号 O 
納付の場所 

田ホ接待 ( 本店・支店・ 代理店 スは 族人代理店 )   
所雙 都道府県労 俺局 ． 所召 労働基準 監竹署 

労動 保険特別会計歳入徴収 官 ( 納付老波 し ) 棚 

  

  

 
 

 
 




